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３ はじめの言葉 

 
 
４ 企業も国民もうんざり 

国会の既得賢者たちのお遊び          田原文夫 
大もめの国会／与党民主党である。長年にわたって与野党を問わず国会議員が、選挙演説

のたびに公約としてきたのが、国会議員の定数是正（定数削減）である。これを実行でき

ないのは、それが改革であるからだ。実に改革とは、既得権者からの権益奪取である。基

本的に自己改革（自己権益の放棄）はできないのである。一方、すべての格差をなくそう

という発想が共産主義である。共産主義者を標榜しながら国会議員になると自己権益主義

者に様変わりしてしまう。ちょうど共産国家を標榜している国が、共産化に成功した後、

自らが特権階級になり、人民を差別し、新たな格差を作り出しているのと同じだ。彼らを

ノーメンクラツーラと言う。民主党による現政権にも、そういう側面が出てきている。消

費税は上げても、一体改革の要だった 80 名以上の議員削減案は、いつしかどこかに吹き

飛んでしまっている。そういう自分たちの体たらくは顧みないで、地方の財政赤字の解消

に精出している大阪の橋下市長を独裁者だと罵る声が現政権からも聞こえてくる。そんな

暇があったら自分たちの首切りこそ独裁的に断行して欲しいものだ。とにもかくにも、既

得権者に立ち向かい、大阪府と大阪市の二重行政による無駄の削減に取り組もうとしてい

る橋下市長にエールをおくっておこう。 
 

 

１１ 情報社会を考える その 22 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 
株価で低迷する NEC が新型メインフレームを発表した。これで同社の起死回生がなる

とは思えないが、少なくとも、株主優先／証券アナリスト第一の経営から「顧客ユーザー

第一」の原点回帰のチャンスとし、コンピュータビジネスの王道を取り戻して欲しい。そ

こに従事する人材は、我が国の情報社会形成に不可欠である。 

 

 

１４ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 17        水田 浩 

企業も国も成功モデルを創るあらゆる機会を求めている。東北大震災の復興という機会

を、成功モデルを創る機会とした事例の発表が、2012 年 5 月 10 日、仙台において日本経

済新聞主催で開催された「地域から再生する、日本を始めよう」であった

（http://www.nikkei.com/article/DGXZZO41249520Q2A510C1000000/）。ひとつは、村

７ 
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田紀敏氏（セブン＆アイ・ホールディングス社長）の「小売」から「個売」への成功モデ

ルであり、もう一つは、木川 眞氏（ヤマトホールディングス社長）の「宅急便」から「個

急便」への成功モデルの発表であった。 
 

 

２０ 連載 アーキテクチャ論 （15） 

SOA ガバナンス                   山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

今回は、SOAガバナンス（Service Oriented Architecture Governance）について解説し

よう。カーネギーメロン大学（CMU）のソフトウェア工学インスティチュート（SEI）の

Simantaらは、SOAガバナンスを次のように定義している。 
「サービス指向システムを開発、利用、発展させ、システムのビジネス価値を分析するた

めのポリシー、規則、実施機構の集合がSOA ガバナンスである [1]。」 
 クラウドサービスも典型的なサービス指向アーキテクチャであるから、SOAガバナンス

が必要である。2012年6月に、クラウドサービスを利用する企業の顧客情報が全消失すると

いう事件が発生した。SOAガバナンスの定義に従うと、この事件では、クラウドサービス

提供企業と、クラウドサービス利用企業の両者で、「クラウドサービスを利用、発展させ、

システムのビジネス価値を分析するためのポリシー、規則、実施機構」が、どのように定

義されていたか、気になるところである。またクラウドサービスでは、稼働率100％という

サービス提供条件を提示していたようだが、それを利用企業はどのように確認して、クラ

ウドサービスへの移行を判断したのかも、気になる。いずれにしろ、日本でも、今後SOA
ガバナンスの重要性が認められていくことになるだろう。 

 
 

２８ 改めて確認したいサイト運営のリスク 

丸投げアウトソーシングに潜む脅威                 aism 

SNS を利用したネットコミュニティ作りは、今が旬である。期待が大きいだけに、その

効用だけが注目されている。SNS 活用に潜在するリスクを想定すると、基本的にサイト運

営そのものに潜むリスクが改めて浮かび上がってくる。自社のサイト運営をひとつ間違え

ると、思わぬリスクを誘発する恐れもある。検証段階でサイト運営を外部の業者に丸投げ

アウトソーシングしている事例もあった。リスク回避と他人任せでの責任逃れとは、似て

非なるものではない。まったく別ものである 
 

 

３３ ものの造れる日本再生に向けて 第二／第三の創業へ   Dr.ベスト 

第 10 回 リストラクチャリングと 

ナレッジマネジメント（価値創造）の関係（１） 

1970 年代のオイルショック後の 1980 年代は「激動の時代」と予測されたが、実は、「ジ

ャパンアズ No1＝No1 としてのニッポン」という、今にして思えば黄金期だった。その黄

金の夢が一気に醒めたのが、1991 年のバブル崩壊という悪夢からの出発だった。そして

それは、さらに厳しい姿勢で日本全体の産業界のリストラクチャリングに挑戦する時代の

幕開きだった。まさに温故知新である。新興国にはない一企業の枠を超えたリストラクチ

ャリングの歴史をひもといてみよう。鉄鋼、造船、エンジニアリング、自動車、電気・電
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子業界の動向を追いながら、これからの日本再生に向けて踏み込んだ展望をしてみたい。 

 
 

３７ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第３４回 サイバー空間を戦場にした 

スタックスネットの脅威            根本忠明 

この 6 月 26 日、日本で成立した著作権改正に抗議する国際的なハッカー集団アノニマ

スが、日本政府および関連のサイバーサイトにハッキング攻撃を仕掛け話題になっている。

それに先駆けて 6 月 1 日、アメリカニューヨーク・タイムズ紙は、アメリカ／イスラエル

が、国家戦略としてイランにサイバー攻撃を仕掛けていたことを明らかにした。「マルウ

ェア」という悪意プログラムを駆使したものだが、何と言ってもショッキングなのは「ア

ノニマス＝匿名」者によるハッキングではなく、正規の国家／政府による他国への攻撃作

戦だった点である。 
 

 

４１ 続インテリジェンスへのいざない 30 
主観と客観からの情報活用(2)                今井 武 

インターネット上にいくら大量のデータ／情報が流れていようとも、活用するための情

報分析能力がなければ意味はない。情報処理に要求されるのは人間の主観能力である。そ

の主観をいかにして客観性を持たせることができるか。ポイントは、そこにある。 

 

 

４４ 一味違うウェブ検索 

  第二十四話 資料のチェック①  

記載内容と未記載内容のチェック  ぐぅのうぇぶへい 

これまでネット上から、如何にして一味違うネタ探しをするか、そのための検索ポイン

トを紹介してきた。今回からは、こうした検索によって入手した情報／資料の記載内容の

チェックポイントを紹介しよう。特に、資料に記載されている内容と記載されていない内

容のチェックについてから言及してみよう。 

 

 

４７ 連載 ことわざ笑タイム              すぎやまチヒロ 
       

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
 
WebCR 編集部からのお知らせ 
本誌に連載／掲載されている記事に関するご質問、ご意見をお待ちしております。近い

将来に予定されているプロジェクトに先立って不安や問題点の確認をなさりたい方、現在

進行中のシステムのプロジェクトマネジメントにおけるトラブル関連など、何でも結構で

すので、下記メールアドレスまでお寄せ下さい。 
cr-info@jmsi.co.jp 

 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆  
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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